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脂 質 に お よ ぼ す 加 齢 とビ タ ミ

短 大 ○ 中 渾　 瑞 穂

ン Ｅ の 影 響 （ 第 ２ 報 ）

本 弘　 京 巳 栗 原　 文 男

食　 物　37

年 の 日 本人 の 食 事 形 態 は 脂 質 の 過剰 摂 取 の 傾向 が ま す ま す進 行し て い る 。 脂 質

は 古 く か ら 動 脈 硬 化 の リ ス クフ ァ クタ ー の ひ とつ と 考 えら れて い たが 、 そ の 後

取 脂 質 の 生 体 内 過 酸 化反 応 に よっ て 生 成 さ れる 過 酸化 脂質 が ガ ンの リ ス ク フ ア

あ る こ と が 判 っ て き た。 こ の脂 質 の 通 酸 化 反 応 を 抑 制 する 機 能を 生 体 は も っ て

質 の 摂 取 量 が 過 剰 に な れば 抑 制 機 能 も 十 分 作 動 で き なく なる 可 能 性 が あ る 。 そ

脂 肪 酸 組 成 の 異 な る 油 脂を 用い 、 更 に ビ タミ ン Ｅ を添 加し た 場合 と 添 加 し な か
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過 酸化 脂質 にお よぼ す影 響 に つ い て ラ ッ ト を 用い て検 討 し て き たが 、 今 回

期 飼 育し た 特に 高齢 ラ ッ ト を 用 い て 同 様実 験 を 試 み たの で 、 そ の 経 過 に つ
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高齢 ラ ッ ト は 生 後1   ヶ 年 お よ び １ 年6    ヶ 月 間 経 たも の を 用 い た 。 粉 末

油脂 は 脂 肪 酸組 成 の 異 な る オ リ ー ブ 油 と パ ー ム油 と し 、 そ れ ぞ れ10 ％

ンＥ を 添 加 し た も の と 添 加し な い もの と の 各 群を ４ 週 間 飼養 し た 。 血

と 同 様 で 、 一 部 肝 脂 質 の 脂 肪 酸 組 成 に つ い て も測 定 し た。

各 群 と も 順 調 な 生 育 をし 、 体 重 減 少 、 脱 毛 、 出血 な ど の 異 常 は み ら れ

終 了 時 に お い て も 体 重 、 主 要 臓 器 重 量 など に 異常 は みら れな か っ た。

は オ リ ー ブ 油・ パ ー ム 油 共 に 血 清 成 分 に お い て 脂 質 改 善 効 果 が み ら れ

は ビ タ ミ ン Ｅ 添 加 群 に お い て 同 様 に 著 し い 改 善効 果 が みら れ た 。 肝 臓

ミ ンＥ 添 加 群 と無 添 加 群 と の 間 に 血 清 ほ ど 著 変 はみ ら れな か っ た 。

食餌たん白質の降コレステロール作用に対する食餌脂肪

（ バター）レベルの影響

福岡教育大　○沖田章雄　　堀　康二

目的： 食餌たん白質がコレステロール(CHOL ）代謝に影響を及ぼすことはよく知られて

いる。大豆たん白質（S  P ) 投与ラヅトは　カゼイン（ ＣＡ ）投与ラットに比較し、血中

CHOL濃度は低値を示す。このS  P の降CHOL 作用は食餌を構成する脂肪のレベルに影響され、

コーン油を脂肪源とし た飼料では、 食餌脂肪レベルの減少に伴ってS  P のその効果が大き

いことを昨年の本大会で報告し た。今回、コ乙 ン油とは脂肪酸構成の異なるバターを用い

て、食餌脂肪レベルおよび食餌たん白質の両因子の血中CHOLJg 度に対する相互作用を調べ、

S P の作用と脂肪酸構成との関係について検討し た。 また、肝臓リン脂貫の脂肪酸構成を

調べ、リノール酸のアラキドン酸への不飽和化との関連性についてあわせて検討し た。

実験方法：　６週齢のウィスター系雄ラットを１群６匹として以下の飼料で3  0 日間飼育

し た。飼料組成はS  P またはC  A を2  0 ％、 脂肪源のバターは１、5  ,    10 および2  0 ％

の４レベ ルとし、CHOL およびコール酸N  a をそれぞれ0.52 、0.1255;を飼料に添加し た高

CHOL食とし た。

結果： 血中CHOL 濃度は両たん白質群とも5  % 脂肪レベルで最も高く、５％を越えると減

少した。バター食では脂肪レベルが2  0% でもS  P 群はＣＡ群に比べ著しく低い濃度であ

った。肝臓リン脂質中の脂肪酸構成比は、リノール酸、 アラキド ン酸ともにS  P 群が高い

傾向にあり、S  P の作用との関 わりが指摘されたが、リノール酸とアラキドン酸との比に

は両たん白質間に差が無く、S  P の作用がリノール酸からアラキドン酸への変換量の変動

を介したものではないと推定された。


